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はじめに 

 
 本学の多文化共生・国際社会福祉実習も 7 回目を迎えました。 
 今回も様々な施設や学校の訪問をアレンジしていただき、フィンランドの社会福祉や教

育の多様性と奥深さに触れることができました。いつも感じることですが、フィンランドは

子ども・若者の権利を非常に重視しています。精神障害や行動障害をもつティーンエイジャ

ーのための入所施設、様々な事情のためになかなか仕事につけない若者たちを演劇を通し

てサポートする劇場、スクールソーシャルワーカーをはじめ教員以外の他職種の常駐支援

スタッフを豊富に揃えた学校など、社会や特定のグループのニーズをていねいに拾い上げ

て支援メニューを充実させていくその仕方には驚嘆させられます。もちろん他方で高齢者

の介護や支援をおろそかにしているわけではなく、今回訪問した高齢者施設でも利用者を

中心に置いた意欲的な取組みについて学ぶことができました。 
また市民社会の活性化もフィンランドが力を入れているところです。北欧というと行政

が社会を牛耳っているイメージをお持ちの方もいるかもしれませんが、現代のフィンラン

ドは行政の公共的役割の根幹は残しつつ、NPO など市民社会の創造性を最大限活用しよう

としています。今回訪問した NPO 支援施設では、その地域社会とのつながりの強さ、活動

の多様さに強い印象を受けました。タンペレ応用科学大学で活発に行われている起業支援

教育、大学内学生企業の活躍などを含め、グローバル化と新自由主義の荒波に洗われつつも、

しっかりと先を見据えて力強く新たな時代を作り出そうとするフィンランド社会の底力を

感じます。 
 ヘンリ・アンナラ（Henri Annala）先生、ウラマイヤ・コイブラ（Ulla-Maija Koivula）
先生、タピオ・サロマキ (Tapio Salomaki) 先生をはじめとするタンペレ応用科学大学の先

生方と学生たち、そのほか数多くのタンペレの人々のおかげで、今回もこの貴重な体験が可

能になりました。心からの感謝の念ととともに、この小冊子を捧げます。 
 末筆ながら、大のフィンランド好きで、本学をフィンランドと結びつけ、今回もボランテ

ィアで同行していただいた本学元職員の仁信由美子さんに厚くお礼申し上げます。 
 

2019年 12月 
 

四国学院大学 社会福祉学部 
片岡 信之 



 
 

  

2019 年度 国際社会福祉実習 行程表 

 
 

期間：2019年 8月 30日（金）～ 9月 9日（月） 
 

月 日 地名 現地時刻 交通機関  
8/30(金) 高松駅 

 
関西国際空港 
 
ヴァンター空港 
(ヘルシンキ) 

4:25 発 
 
7:57 着 

10:45 発 
14:40 着 

高速バス 

 
 
AY78便 

 
 
 
 
到着後、空港バスにてヘルシン

キ中央駅へ。 
そこから徒歩でホテルへ。 
Both Helsinki 泊 

9/1(日) ヘルシンキ 
タンペレ 

14:04 発 
15:52着 

電車  
Lapland Hotels Tampere泊 

（～9月 8日） 
9/2 (月) 
～9/7(土) 

タンペレ   大学および施設訪問 
 

9/8(日) タンペレ 
ヘルシンキ 
ヴァンター空港 

9.07 発 
10:54着 
17:20 発 

電車 
 
AY77便 

 
 
機内泊 

9/9(月) 関西国際空港 8:55着  解散 

 
 
＜現地受け入れ機関＞ 

 
タンペレ応用科学大学（Tampere University of Applied Sciences: TAMK） 

    
コーディネーター：ヘンリ・アンナラ（Henri Annala）先生 

          
  



 
 

実習施設レポート① タンペレ応用科学大学（Tampere University of Applied Science） 
 
【住所】Kuntokatu 3, Tampere 
 
【施設概要】 
・1996年、2 つの応用科学大学が統合されて設立 
・2019年、タンペレ大学、タンペレ工科大学とゆるやかに統合し、新タンペレ大学に 
・職員数（3 大学合わせて）約 4千人  
・学生数（   〃   ）約 3万人 
・モットー 多様性 
・学部 情報技術コミュニケーション科学部（ITC） 

  経営学部（MAB） 教育文化学部（EDU） 
医学と健康技術学部（MET） 
建築環境学部（BEN） 工学自然科学部（ENS） 
社会科学部（SOC） 

・四国学院大学と連携協力協定を締結している 
 
【特色】1．3 つの大学がゆるやかに統合したことで、いろいろな科目で単位が取れる。 
    2．ビジネスプランニングの支援 
    3．カラフルで自由な構内（ボードの裏にクッションがついたものがあり、どこで

も作業ができる。また、図書館は本棚の間に座って本が読める赤いスペースが

ある） 
    4．年間 6千円で使い放題の体育館・フィットネスジム 
    5．視覚障がいを模擬体験し当事者と交流する Dark Café の開催 
 
【実習内容】職員の方の説明と質疑応答および教室等の見学 
 
【感想・考察】 
まず、「応用科学大学」とはどのような位置づけのものなのか。それは、端的に言えば日

本の専門学校・職業学校のようなものである。但し、日本の専門学校・職業学校のほとんど

は 2 年制であるが、フィンランドでは 4 年制かつ「大学」として存在していることに相違

がある。特にこのタンペレ応用科学大学は人気が高く、競争倍率は 5 倍以上にものぼると

いう。 
さて、次に四国学院大学とタンペレ応用科学大学の共通点と相違点を挙げたい。共通点は、

2 つある。1 つ目は、タンペレ応用科学大学でも四国学院大学のメジャー制度のようにさま

ざまな科目を履修できる点である。2 つ目は、「多様性」がスクールモットーであるという

点である。また、相違点は、四国学院大学よりもタンペレ応用科学大学のほうが、さまざま

なことにおいて「自由」であるという点である。例えば、教室のレイアウトや学生の授業に

臨む姿勢が自由であると感じた。四国学院大学では華美でない色に統一された教室の、ある



 
 

程度指定された席に座って授業を受けるのに対し、タンペレ応用科学大学ではカラフルに

彩られた教室で、ソファや椅子など自ら席を選んで授業を受けられるからである。写真はボ

ードの裏にクッションが付いたもので、これがあればどこでも好きな場所で作業ができる。

また、図書館での過ごし方にも自由さが表れていた。本棚の間の赤い読書スペースは、気に

なる本を見つけたらすぐに座って読むことができる、便利なスペースだ。立ち読みが多い日

本にもぜひ取り入れてほしい。これら 2 つのものは自由さを象徴していると言ってもよい

だろう。 
 では、この「自由さ」と「多様性」という特色はタンペレ応用科学大学にどのような影響

を及ぼしているのだろうか。私が驚いたことは 2 つある。1 つ目は、ビジネスプランニング

の支援である。日本では既にある企業に就職するというのが一般的だと思っていたが、フィ

ンランドでは起業する学生が多いらしい。2 つ目は、視覚障がいを体験し実際に当事者と交

流をする Dark Café である。あえて部屋を真っ暗にすることで視覚障がいの方と同じ視野

にするという発想が面白かった。私は、この 2 つのことこそ自由さと多様性という特色が

生み出した副産物であると考える。自由だからこそ主体性が生まれ、その中からさらに、想

像力も育まれていくのである。また、想像力が育まれるからこそ多様性を受け入れようとす

る心も育まれていくのである。このように、この 2 つのことは自由さと多様性という特色

が相互に作用しあって生まれたものなのではないかと推測できるのだ。 
 最後に車椅子という私ならではの視点からみた感想を述べる。前述した「席を指定しない

自由な授業スタイル」は、教室を広々と使えて車椅子でも十分なスペースがあるため、四国

学院大学の教室でありがちな「車椅子が人の出入りを妨げる」ということもない。したがっ

て私自身の心もゆとりをもてるだろうと考えた。人が出入りするたびに「邪魔にならないよ

うに」とか「申し訳ない」とか思う必要がないからである。また、写真のようなボード付き

クッションがあれば、車椅子ユーザーたちが大きくて重いテーブルを取り付けたり外した

りする手間も省けると思った。こういう物理的な面と、前述した精神面。これらが双方とも

機能してこそ、本当に「多様性」の大学と言えるのだろうと思う。本稿が、私が誇りに思っ

ている四国学院大学のますますのご発展に役立てばと強く願う。  



 
 

実習施設レポート② レイノラ・ファミリーサポートセンター 
(Leinola Family Support Centre) 

 
【住所】Leinolankatu 122, Tampere 
 
【施設類型】家族支援センター 
 
【施設概要】 
・タンペレ市直営の市営施設 
・レイノラは、市内にある 4 つの家族支援センター 
ーのうちの 1 つで、特に精神障害を持つ子どものための入所施設                       
① Leinola（レイノラ） 

12～17歳の子どもを対象としたリハビリテーションを行う 
② Päiväperho（パイヴァペルホ） 
妊娠中の女性と薬物乱用に苦しむ小さな子どもを持つ家族を支援 
③ Kissanmaa（キサンマー） 

7～12歳の子どもを対象とした緊急的に保護される危機病棟 
④ Kusikko（クーシッコ） 

10 代の少年少女のためのオープンケアの通所施設 
・職員数 24人 
看護師（精神医学系）、ソーシャルワーカー、ファミリーワーカー、シェフなど 

・定員（クライエント数）14人 
・担当スタッフは 1人の子どもに対して職員 2人 
（全員で関わるが、担当者は特に深く関わる） 

・待機児童は 2人～10人 
 
【支援・活動内容】 
・保護の種類として、緊急保護と長期的な保護がある 
→緊急保護は Max30日間の保護が可能であり、行政が権限を持つ 
→長期的な保護は、17歳までで、アフターケアは 21歳までである 
→ケアの方法としては、家庭で預かってもらうケアとセンターで預かるケアがある 

・住居を提供し、生活支援とリハビリテーションを行う 
・入所してくる子どもは主に、うつや心の病、自傷、ADHD（注意欠如・多動性障害）、ア

スペルガー症候群などの症状を持っている子どもが多い 
・リハビリテーションのゴールは、安全な環境を提供し、エンパワメントすること 
・子どもの権利を最優先に考え、支援する 
・サポートはスタッフだけでなく、ネットワークも駆使して行っている。また、目標を持っ

て家族やクリニック、セラピストと連携しながら支援を行っている 
・サポートパーソン（ボランティア）を筆頭に一緒に遊んだり、親子で楽しめるようなイベ



 
 

ントを行う 
・気持ちを落ち着かせる部屋や保護室などが完備されている 
・予防的な取り組み 施設が必要にならないように前々から取り組みを行う 
・入所以外でも通所リハビリテーションを用意している 
・就労支援やアフターフォローも行っている 
 
【実習内容】 
・施設見学 
・施設職員からの説明・質疑応答 
 
【感想・考察】 
 今回私が訪問させていただいたレイノラ・ファミリーサポートセンターは、重度の精神障

害を持つ子どもを対象とした入所施設である。レイノラでは、病院と連携した手厚いサポー

トを行う  
ことで、長期の入院をできる限り防いでいるという。   
今までの精神障害者施設というイメージは「主に大人を対象としたもの」「施設といえば

病院」というイメージを持っていた。しかし、レイノラ・ファミリーサポートセンターでは、

子どもを対象とした施設で自宅を再現したような一軒家であった。タンペレ郊外の落ち着

いた雰囲気の住宅街にあり、立地もいい。また、外には、サッカーやブランコなどがあり、

伸び伸びと過ごせる環境が整っている。これだけでも十分な設備が整っていると思うが、施

設内も充実していた。サウナやビリヤード台、広々としたリビング、気持ちを落ち着かせる

ための部屋など設備が行き届いていた。日本にこのような設備が完備されている施設は聞

いたことがなく、いかにフィンランド政府が子どもの福祉のために資源を投入しているか、

「高福祉」というものを肌で感じることができた。さらに、多くのクリニック（病院）やセ

ラピストと連携しており、あらゆるツールを使ってサポートしているところを見て、大変充

実しているなと感じ、日本との違いに驚いた。 
 今回の訪問を通して、いかに国全体が子どもの権利を大切にしているかが伝わってきた。

専門知識がある職員の配置、職員数の多さ、医療機関との連携、アフターケアなど、どの面

においても手厚いサポートができるための環境が整っているので、子どもたちにとっては、

心のケアができる場所であり、時間をかけて過ごしていける場所だと感じた。 
  



 
 

実習施設レポート③ ワールヤーモ（Wärjäämö） 
 
【住所】Pinninkatu 45, Tampere 
 
【施設類型】知的障害者のためのアートを主体とした活動施設･日常生活支援施設 
 
【施設概要】 
•タンペレ市直営の公的施設 
•スタッフ数名(教育関係、准看護師、ダンス･音楽関係、写真関係など経歴は様々) 
•利用者･･･1週間に 30名程度、施設での活動は月曜日から金曜日まで 
 
【支援方針】 
•本人中心の支援 
•達成感や幸福感を感じれるような支援方法 
•自主性を重んじる 
•施設外にも働きかけ、世界を変えていく 
→音楽、メディアを用いた宣伝 
•個別性を尊重し、創造性を伸ばす 
 
【活動内容】 
•アートを通した活動の場で利用者が月曜日から木曜日まで 
音楽、ダンス、デジタル(映画)や演劇、手工芸のグループに分かれて活動する 
•金曜日は施設内で各々に活動をし、午後はカラオケなどを楽しむ 
•展覧会を観覧したり、自身の呼吸法を見直したりするリクライゼイションの時間もある 
•日常生活の自立支援･･･主に買い物、金銭管理 
 
【新しい取り組み】 
•"Yes, We Are In"プロジェクト 
これはフィンランドの他にクロアチア、ベルギー、イギリス、北アイルランドの 5 か国の

音楽･演劇の共同プロジェクトである。来年度に他国のチームがフィンランドに来てショ

ーを開催する予定だという 
•フィンランドで開発された色の付けられた楽譜を用いる。演奏の際楽譜の色と同じ鍵盤を

おさえるなど、視覚的にわかりやすい工夫を施すことで知的障害者も演奏しやすい工夫を

している(右がその楽譜) 
•プロの演出家を呼んで一から演劇制作台本作成はもちろんのこと、演出、音源に至るまで

利用者が手作りで制作している 
【実習内容】 
職員からの説明、利用者の演奏、自主制作した短編映画の鑑賞、質疑応答、色の付けられ

た楽譜を用いた演奏体験など 



 
 

 
【感想・考察】 
今回、ワールヤーモという知的障害を持つ方々がアートを通して交流する施設へお邪魔

させていただいた。施設の規模は決して大きいわけではなかったが、そのためアットホーム

な空間を作り出せているのかもしれなかった。利用者は知的障害というハンデを抱えてい

るが、みな生き生きとしているように見えた。それはやはりこの施設に来ることで仲間がで

き、アートというやりたいこと、すべきことが目の前に現れるからかもしれない。仕事とい

う形ではなくても、生きる目的が可視化できるこのようなコミュニティが多々あるのはと

ても良いことだと思う。 
 まず簡単な施設概要の説明があった後、利用者の方々が演奏をしてくださった。4 つのチ

ームのうちの 1 つである音楽チームによる演奏である。演奏をするために各々が楽器をマ

スターするだけでも難しいのにも関わらず、アンサンブルが必要なバンドだったためさら

に驚いた。まず演奏する際に避けては通れないのが楽譜を読むことだ。経験者であってもこ

の工程はあまり面白いものではない。淡々とした工程に飽きてしまうだけではなく、案外労

力を使うものであるからだ。これを利用者になるべく負担が少なく、未経験者にもわかりや

すい形に表したのが色のついた楽譜だ。訪問の最後に私たちも演奏をさせていただく機会

があったが、大変読みやすかった。音楽未経験者や未経験の楽器であっても色やマークを追

い、押さえるだけで不思議と音楽が完成してしまうのだ。障がい者の方だけではなく、音楽

に触れる 1 つのきっかけとしても興味深いものになるに違いない。私はドラムを担当させ

ていただいた。ほぼ未経験だったが簡単なリズム打ちは教わらずとも出来るようになった

ので大変うれしかった。 
 また、演劇チームも興味深かった。今回見せていただいた短編映画作品はバッドエンドを

テーマにしたものばかりだったが、ただ悲しいだけのエピソードではなく所々に垣間見え

るユーモアに心が温かくなった。どの作品もワールヤーモ周辺で撮影されたものばかりで

あったため、どの場所で撮影されたものなのかを想像しながら観るという楽しみ方もあっ

た。どの場所も撮影の仕方次第で様々な色合いを見せてくれる。フィルムを通して観る世界

は、また知らない一面にも気づかせてくれるようだった。 
演劇をする上でどうしても小手先の技術にこだわりがちだ。しかし演技に関しても表情

や動き 1 つ 1 つがとても自然で生き生きとしていた。誰かになりきるだけの演技ではなく、

演劇は本来の自分自身を見つめ直す手段となり得るのかもしれない。みなアートの心地よ

さのようなものを実感しているようだった。 
フィンランドでこのような施設での活動が続けられる理由の 1 つとして生活に困らない

程度の障がい者年金制度が大きく関連しているだろう。日本でもこの制度があるが満足な

生活を送れるほどの金額は支給されていないのが現実だ。話によると年間 500～600€との

ことだったが、正確な数値はスタッフも知らないという。働く以外の選択肢が残されている

ことで精神面での負担も軽減されることだろう。  



 
 

実習施設レポート④ タンペレ市雇用支援開発局とオハヤーモ 
         （Employment Management Service Unit & Ohjaamo） 
 
【住所】Tullikatu 6, 3rd floor, Tampere 
 
【施設類型】タンペレ市役所の一部署、若者就労支援センター 
 
【施設概要】 
＜タンペレ市雇用支援開発局＞ 
・2009年設立。2013年に常設の部署となる 
・鉄道駅に近接した商業モールの中にあり、ロビーやいくつかの会議室、面接室、事務所な

どがある 
・無職の状態が長期にわたらないよう、成人・移民・若者に対象を分け、それぞれに手厚い

サポートを提供する。若者支援は国の意向を受け特化されている。 
 
成人への支援： 
・成人とは 30歳以上を指し、国は全国一律のサービスや給付を担当し、市は独自の機能で

コーチングを請けおう 
・心理カウンセラー、保健師等数種の専門チームで求職者に当たる。地域企業へその人の持

っている可能性・能力をアピール 
・利用者は職員と 1 対 1 で雇用教育、職業訓練、リハビリなど、現場重視のワークを学び

つつ、チャットボットというコンピューターシステムで適職を絞り込んでいける 
・学校教育に合わなかった人々は、ここでスキル証明や資格を得る。体験先で評価されると

就職となる。うまくいかなければ、もう一度、アセスメントから始めていく 
 
移民への支援： 
・移民の失業率は平均より高い 
・仕事だけでなく日常生活もサポートする。移民はフィンランド語を学び、市役所の通訳は

16 か国の言語で対応している 
 
＜オハヤーモ＞ 
・Ohjaamo は、未来志向をスローガンに掲げるフィンランドが全国的に展開する若者支援

プロジェクトで市と協力関係にある 
・30歳以下の失業者を対象とし、国内に 60箇所、拠点が設けられている  
・雇用支援開発局から少し歩いたビルの 3 階に Ohjaamo(オハヤーモ)のオフィスが 4 年前
に開設された。入口に旗や大きなシェードが掲げられている 

・現在は国と EU から予算がおりているが、それがなくなってもタンペレ市としては独自

予算でサービスを続ける意向 
・1時から 4時までのオープンで、ローンの相談も受ける。部屋のレイアウトはサロン風 



 
 

・利用者数は週に 5人だったり、30人だったりばらつきがある 
 
【感想・考察】 
三部門に共通なのは、ホームページを見たりクチコミでやって来る自主的な失業者にの

みサービスが施されることで、失業引きこもり者に介入する方法は持っていず、訓練途中で

来なくなる対象者に TEL やラインで出てくることを促すが、当局としては本人のやる気が

不明で「問題を多く抱えているのだろう、他のサポートに行きたくないのだろう」と想像す

るほか、 
手だてがないそうである。 
前日にレイノラ・ファミリーサポートセンターとワールヤーモを訪問し、そこの施設で障

がいを持った人たちの生活ぶり、一日の過ごし方に接した。どちらの施設も利用者への職業

訓練の発想は見受けられず、疑問であった。この日の夜の振り返りミーティングでその発言

をしてみた。福祉に関して“普遍主義”という用語があり、それは富む人にも、貧しい人に

も国は同等同質のサービスを支給する考えで、フィンランドをはじめ北欧諸国の取ってい

る政策であること、社会的弱者から優先的に援助していくのが日本の福祉で、有り様が違う

ことを先生から教わった。健常者にも障がい者にも一定の保障がなされてきたのであろう

フィンランドのタンペレに就業支援の必要が無かったわけではないだろうが、この就労セ

ンターの常設が 2013年と信じられない遅さであるのを思い合わすと納得がいく。   
日本は障がい者雇用月間があり、一般企業や様々な事業者で働く障がい者は年々増加し

ている。一般就労していなくても地域の作業所に通い、社会参加の生き甲斐や達成感を得て

いる人は少なくない。フィンランドの障がいを持つ人々に、働く機会や場所はあるのだろう

か。障害を持ちながら働くという概念は薄いかも知れない。 
当日、朝一番に訪問した私たちへ、ロビーにポットのコーヒー、ティーパック、お湯、水、

キッシュ、クッキー、生のフルーツ多々、至れり尽くせりの飲食物がすでに用意されていた。

そこで休憩し、それからスクリーンのある会議室に移動したが、タンペレ市の人口や沿革、

再開発に燃える市の将来への“戦略・5 つの柱”を紹介された。もともとタンペレは、流れ

る川の運搬力と湖の高低差を利用した発電とで工業が発達してきたという立地と歴史のお

話は興味深く、午後の訪問先であるタンペレ視覚障がい者協会へのバスの窓から、レンガ倉

庫や煙突、大きな赤い溶鉱炉が近代的なコンクリートの煙突と並んでいるのが緑の川越し

に見え、昔も今も工業都市である風景に感動した。  
若者支援のオハヤーモでどこからか黒いダックスフンドが出てきて、足元をじゃれ歩き

一同は驚きつつ和んだのもよかった。これも工夫の一つなのか。親切にもてなしてくださっ

た市職員さんに尋ねてみたい。 
  



 
 

実習施設レポート⑤ 地域視覚障害者協会 

（Regional Association of the Visually Impaired） 
 

 

【住所】Kunikaankatu 8 A 1，Tampere 
 

【施設類型】障害者当事者団体 

 

【施設概要】 

・1909年設立、ピルカンマー県にある７つの区域の 

視覚障害者協会で構成される地域当事者団体 

・現在の会員数 約 1200人 

・スタッフ数  常勤職員 6人、アルバイト 5人 

  ボランティア 100人（ピルカンマー県内） 

 ・1 階 オフィス、器具売店 

  2・3 階  活動スペース 

 ・運営資金 国営のスロットマシーン協会に毎年同じ額を申し込み、国が分配された資金

で運営している。 

 

【支援方針】 

組織の目的は、視覚障害者が自立した豊かな生活を送れるようにすること 

 １、視覚障害者の権利の平等な保障の実現、ほかの団体とのつながり強化 

２、バリアフリーの環境を実現するためのアクセスの改善 

 

【サービスの内容】 

 １、支援製品の提供（白杖、拡大鏡や時刻を話す時計など）、サウンド雑誌の購読 

 ２、日中のガイドおよびアシスタントサービス 

（一時的な手続き処理や筆記、朗読のサービス） 

 ３、視覚障害者のための情報サポートサービスの提供 

 ４、ダークカフェの運営、場所の提供 

  

【主催イベント】 

 １０月１５日 白杖の日 

  ・視覚障害者啓発を目的に、レクチャーを行ったり、視覚障害者が権利を主張したりす

るイベント 

  ・実際、町での健常者との関わり合いで、健常者が視覚障害者ではなくヘルパーに向か

って話してしまうこと、ろう者と聴覚障害者との違いを理解してされていないこと

がある 

 



 
 

【新しい取り組み】 

デジタルの普及 

・データの読み取りに使っているスクリーンリーダー（アプリ）では、映像や画像の読み取

りはできない 

・これからの対策として、ページのレイアーウトを変え、次々と出てくるコンピューターや

ウェブ上の新しい機能に追いつくものを作成することを念頭に考えている 

 

【実習内容】職員からの説明・質疑応答 

 

【感想・考察】 

 私は、地域視覚障害者協会に来て、視覚障害者本人が自立できるような支援を行っている

ことに感動した。例えば、福祉サービスの情報の入手や手続きなどはインターネットや行政

で行うことが多いので、サービスを受ける視覚障害者が不利にならないように、視覚障害者

が主張することができるサービスを行っている。つまり、視覚障害者が不利となりがちな部

分を第 3者が行うことでサービスを可能としていると言える。さらに、視覚障害者が孤立し

ないように、ボランティアのアクティビティ・グループリーダーがスポーツやパーティーを

主催したり、年代ごとの当事者グループで活動したりしている。私は、協会で個人的なサポ

ートからグループワークまで幅広く活動していて、ケースワークだけではない点により、ソ

ーシャルワーカーの働きが幅広くなっていることが重要であると考えた。 

 現在、タンペレではトラムの線路の建設が行われている。協会はタンペレ市の

Accessibility 委員会に参加し、視覚障害者のアクセスの改善を提案している。その結果、

トラムや道路のデザインに当事者の意見を反映させることができている。アクセスの改善

は、主に公共交通機関などの物理的なものやサイバー環境についてであった。定期的に直接、

行政と関係機関に働きかけ、その際に建物や交通機関の要望を伝えることができるという。 

 なぜ地域団体がアクセスの改善の提案や活発な活動が可能なのか、私は 2点考えた。 

 1つは、フィンランドの福祉国家のあり方についてである。フィンランドの福祉は北欧型

福祉で、国家が国民の幸福に責任をもつことと高度の普遍主義が特徴的で、すべての政策に

国の関与が大きい。他方で、市民や当事者による活動も非常に活発で、それを支える仕組み

や環境が長年の歴史の中で培われている。その両者が補い合うことで、高度な社会福祉が可

能になっている。 

もう 1 つは、国営のスロットマシーン協会が幅広く安定的に資金を提供していることに

より、安心感をもって団体を運営していけることが大きいのではないかという点である。 

このようにしてフィンランドの福祉は、自治体や地域団体のサービスの向上を行い、だれ

でも福祉サービスが利用できる環境を作っているのだと感じた。 

  



 
 

実習施設レポート⑥    アルテッリ (Artteli) 
   

【施設類型】 NPO 支援団体 

 

【住所】 Salhojankatu 42, Tampere 

 

【施設概要】 

・２０１４年設立 

・それまでは小さな NPO がぽつぽつとあったが、全部集まってやろうと創設者が声かけし、連合

体を設置。タンペレの市街地の歴史ある建物をまるごと借り上げて NPO センターとする 

・最初は 14 の NPO で開始。現在は 41 に増えている 

・現在 NPO センターの建物には 18 の NPO が入っている     

・ここに入っている NPO はすべて社会福祉や保健関係の団体 

・アルテッリ自体の職員は 4 人 

・運営資金は、ヴェイカス(スロットマシーン協会)から 25 万€、タンペレ市から 2 万 6000€ 

・多くの NPO の事務所、活動スペース、会議室のほか、１階にはカフェがあり、様々な事情のあ

る人が雇用されている 

・月曜日～木曜日 9:00-19:00 金曜日 9:00-17:00 

              

【基本理念・目的】 

・NPO の力、市民の力を結集して市民社会を活性化していく。 

・人々の福祉生活の有り様を良いものにしていく。 

・コミュニティーづくり、市民社会活性化の拠点として位置づけている。 

 

【サービス内容】 

・様々な NPO への側面支援 

・NPO の間の連携強化 

・啓発のための各種イベント 

・Day of Wellbeing（幸福の日）という一番最初からやっているイベント（参加者 300 人ほど） 

・「ホームレスの夜」は、古着を無料で提供・映画鑑賞・食事・音楽鑑賞するなどのイベント。参加者

は、ホームレスの人だけでなく、ホームレスの人たちのことをもっと知ろうと参加する一般市民 

・Day Against Loneliness（「反－孤独の日」）は、社会的孤立の問題を考え、人のつながりを回

復することをめざすイベント 

・ディスカッションイベントを行い、精神保健やアルコールなどの色々なテーマで話し合ったりする 

【実習内容】 

・施設見学 

・アルテッリのスタッフからの説明 

・建物内のいくつかの NPO の見学 

 



 
 

【感想】 

 今回印象に強く残ったのは、ホームレスの人たちに対する考え方の違いである。日本ではホーム

レスについて啓発を行うイベントは比較的少ないと思う。私が知っている人たちの中にもホームレス

に対して偏見が強い人が少なからずいる。だがこの国ではホームレスの人たちへ古着を無料で提

供したり、映像をみたり、食事を提供したりするなどのとても素晴らしいイベントがある。フィンランド

にも偏見がある人もいるだろう。だが、このイベントに来る人はホームレスについて理解がある人が

多い。だから年々増え続けているホームレスの人をこれ以上増やさないように、ホームレスの人達

のことをもっと知ってもらうために映像をみたり、ディスカッションを行ったりしている。 

アルテッリの活動を活性化するために、市会議員に立候補した人に働きかけ、その人が議員に

なったときにアルテッリの活動を助けてもらえるように話を通すなど、政治的な活動にも力を入れて

いる。また、アルテッリの中には、周りの声が聞こえすぎたりする人たちの当事者団体や男性専門

の相談を受ける NPO などがあり、様々な特徴をもつ個人の不安や悩みについて、その気持ちがわ

かる当事者たちが関わってピアサポートしあうことができ、素敵だと感じた。心の悩みをもっている

人が家の中でひとりで考え込んだりするよりも、ここに来て絵を描くなどすることは気分転換になる

だろう。もしここにいる間に気分が悪くなったりすることがあっても、そのときは周りにいる人がサポー

トすることができるのでひとりでいるよりも安心である。 

フィンランドでは、ヴェイカスという公的機関（スロットマシーン協会）がスロットマシーンや宝くじか

ら得た利益のほとんどを全国の保健・福祉関係 NPO に支給しており、その中からアルテッリは 25

万ユーロ受け取っている。またアルテッリはタンペレ市からも 2 万 6 千ユーロを支給されており、そ

の二つの資金で運営している。スロットマシーンや宝くじで得られた利益をほとんどすべて福祉の

ために使うということは、その利益は社会全体の公的財産であり、すべての人たちがそれを受け取

る権利があるという理念が表現されている。ギャンブルから生まれる資源が社会的弱者の支援や社

会貢献活動に太い流れとして回っていく仕組みになっている。日本では近い将来カジノが解禁さ

れるが、残念ながらその経営は巨大企業に委ねられる予定となっている。一部の裕福なギャンブル

企業経営者に利益を独占させるのではなく、フィンランドのように公的に管理して公共の福祉のた

め活用するべきである。 



 
 

実習施設レポート⑦ タンペレ・インターナショナルスクール 
（Finnish International School of Tampere:FISTA） 

 
【施設類型】インターナショナルスクール 
 
【施設概要】 
・小中一貫の公立学校 
・現在増築を行っており、現在約８００名の生徒が在籍している 
・フィンランド人の子どもだけでなく外国籍や移民の子どもも多い 
・六歳を 0 学年としている 
・英語教育に力を入れており、ほとんどに授業が英語で行われている 
 
【活動内容】 
・スクールソーシャルワーカーが常駐している（8時～16時 10分） 
・支援スタッフとして、他に心理カウンセラー・保健師・看護師・医者・特別支援教育担当

教員などがいる 
・スクール看護師は 1年を通して全員の生徒と面談する。 
・スクールカウンセラーは、学力テスト・心理テスト・言葉のテストを行い、学習障害や感

情・情緒の問題を抱えている子どものケアを行う 
・特別支援教育は、単に障害のある子どもだけでなく、不登校・特定の科目が苦手な子ども

など、幅広く行われている 
・多職種が強い連携をもって子ども・保護者をサポートしている 
・スクールソーシャルワーカーは子どもも親も対象とする。モチベーションを失ったり、友

達関係、先生との関係または、家での家庭問題など様々な悩みを抱える親子が対象である 
・親の国籍も 30 種類を超えていて通訳も必要になる場合がある 
・親の支援ではなく焦点は子ども 
・子どもたちは先生の許可がなくても気軽にスクールソーシャルワーカーの部屋に来るこ

とができる 
・自分の良いところに気づいてもらう、そこに焦点をあてて関わる 
・生徒たちが自信を持てるようにサポートする 
 
【実習内容】 
・学校内の見学 
・スクールソーシャルワーカーの活動・支援についての説明 
 
【感想・考察】 
 インターナショナルスクールと言うこともあり、様々な国の子どもが通っており多様性

に溢れていた。日本の学校と異なるところをたくさん発見することが出来た。 
私が学校に入って驚いたのは、教室以外の色々な場所で問題を解いている子どもがいた



 
 

ことである。その近くのは先生もいて一緒に問題について考えており、日本のように教室に

必ず戻りなさいと固定された場所で縛るのではなく、基本的に子どもたちは自由で学年を

問わず一緒に学んでいる。日本の学校の光景とは大きく異なるため、とても新鮮に感じた。

また、教室の机も日本のように一方向を向いているのではなく、円状になっており、子ども

同士の繋がりを大切にしているようだった。子どもたちが授業に集中できるように椅子に

敷くクッションが用意されていて教室一つでも日本と異なる部分が多く発見できた。 
日本ではスクールソーシャルワーカーの多くは非常勤なのに対し、フィンランドでは常

駐しており、子どもがいつでも相談できる環境が整っている。家族や教師からの要請、ある

いは本人からの申し出でで支援が始まる。子どもと一対一の関係を重視しており、子ども一

人ひとりに手厚くサポートしていると感じた。また、問題が起きないようにクラス・学校内

での問題の早期発見に努めたり、気になる子どもに対する早期のサポートであったり、全体

を見渡すことで個々の問題の予防を図ったりしていることも分かった。日本に比べフィン

ランドはスクールソーシャルワークにたいへん力をいれている。不登校やいじめ問題が社

会問題化してきている日本に比べると、支援の枠組みはとても発展していると思った。 
相談室の作りは、クライエントに配慮し、外から部屋の中の音が聞こえないようになって

いた。また、先生一人ひとりが自分の部屋を持っていたり、先生のためのマッサージルーム

があったりと、先生へのサポートも充実している。先生同士の情報共有や連携がしっかりし

ている印象が強かった。この手厚いサポートから充実した学校生活が保障されているので

はないかと感じた。 



 
 

実習施設レポート⑧ レギオナ・シアター（Legioonateatteri） 
 
【住所】Mäntyhaantie 5–7, Tampere 
 
【施設類型】演劇を通じてリハビリテーションを提供する劇場 
 
【施設概要】 
・1994年設立 
・民間施設 
・フィンランド初のソーシャルシアター 
・スロットマシン協会からの運営資金 
・スタッフ 3人（施設長、監督、ソーシャルワーカー） 
・精神障害、薬物依存、長期失 
業などの問題を抱える若者を対象とする 

・基本的には 18歳～28歳で募集  
・参加期間は一年限定 
・8月と 1月の年二回公演                
・毎週月～金曜に活動                         
     
 
【基本理念】 
・「レギオナ」とは、フィンランド語で、誰でも来ていいという意味 
・『演じる』より『自分らしくあるために』            
・すべての人に平等なコミュニティを作る、参加者志向、社会への積極的な参加              
 
【サービス内容】 
・薬物依存や精神障害の人のための演劇ワークショップ 
・ソーシャルワーカーが一人一人と面接し、生活支援 
・社会復帰へのサポート 
 
                                         
【実習内容】                   
 職員からの説明、質疑応答、演劇ワークショップの見学 
 
【当日見学した具体的な活動】 
・「名前おに」相手の名前を呼びながらする鬼ごっこ。周りを見る力や集中力を高めた

り、大きな声を出すことにつながる 
・アルコール依存者の自助グループ「アルコホリックス・アノニマス（AA）」発祥の話し

合い方法を活用。ストレッチをしながらなど、リラックスした姿勢で行う 



 
 

・毎日体を動かしアイスブレイク 
→ステージに立った時にパニックにならない。周りとの関係構成 

・「感情に関する劇」 いろんな感情のバリエーションで即興で行われる 
                           
【感想・考察】 
 最近は演劇を学校教育に取り入れたりと、演劇に対する意識が日本でも大きくなってい

るように感じていた。フィンランドの教育現場で演劇がどれほど取り入れられているのか

は分からないが、薬物依存や精神障害などのリハビリという分野に演劇が取り入れられて

おり、本格的に活動をしていることに驚いた。 
活動している人に話を聞くと、「虐待やいじめが原因で自分を表現できないでいたが、

今は演劇.アートを通して表現できるようになった」「恐怖と向き合うために来た」という

意見があった。人前で演じることに勇気が必要かという質問に対して、「最初はここに来

ることに勇気が必要だったが、今は外に出て活動できることがセラピーになっている」

「最初は恐怖を感じていたが、何かミスをしても見捨てられることはなかった。信頼関係

を感じることができた」など、演劇を通して精神的に救われている人が多くいた。また、

まだ学業を終えていない人も多く、ここでリハビリをした後に学校に通いソーシャルワー

クを学びたいという人もいた。私たちの訪問に主に対応してくださったこの劇場の職員

も、もともとは利用者としてここに通っていたという。他にも、プロのミュージカル俳優

を目指す人や、これからも演劇を続けたいなど、これからのことを前向きに考えている人

が多いように感じた。1年しかここでは活動できないのが短くも感じるが、次のステップ

に進むためにもなるのかと思った。実際に活動を見てみて、笑顔で楽しそうに活動されて

おり劇団員同士の信頼関係が良く築かれているのだと感じた。 
その日の夜の宿泊先ホテルでのふりかえりの際、社会復帰や就労を目的としているのに

毎日演劇だけをしていては逆に社会から隔離されてしまうのではないかという意見があっ

た。確かに精神的なケアにはなるかもしれないが、いざ働くとなるとここでの経験はうまく

生かされないかもしれないと思った。演劇だけではなく就職につながるほかの活動も同時

に進めていくことも必要なのかもしれない。  



 
 

実習施設レポート⑨ コントゥコティ（Kontukoti Elderly Home） 
 
【住所】Ahlgrenin Puistokuja 2, Tampere 
 
【施設類型】タンペレ市の老人ホーム 
 
【施設概要】 
・2014年に設立された民間の老人ホーム  
・入居者は 24時間のケアが必要 
・どの老人ホームに入居するかはタンペレ市が決める 
・２棟の建物合わせた入居者数の定員は 135人 
・スタッフは約 100人 
・入居者 15人で 1 つのユニットと呼ばれるグループになっている 
・1 つのユニットに日中は 3人、夜は 2人の看護士（介護士）が常についている 
 
【支援方針】 
1． 入居者が人間らしく生活できるようにする 
2． 病気や障害ではなく利用者の人柄を見るようにする 
3． 入居者の生きてきた背景を重視する 
 
【サービス内容】 
・利用者の衛生面のケア 
・食事、入居、排泄などの介護サービス 
・リハビリ、健康管理 
・レクリエーション 
・季節ごとの行事 
 
【施設の特徴】 
・施設には浴場だけでなくサウナも設置されている 
・タンペレ市を含むピルカンマ県の機関と協力して廊下に展示してあるアーティストの絵

を 1 か月ごとに変えている 
・廊下には入居者が飾ってほしくて家から持ってきたものや入居者の人生の思い出が詰ま

ったものを飾ってある 
・入居者の部屋はベット以外は私物を自由に置くことができる 
・アットホームな雰囲気を重視しているため職員の服装は制服がなかったり、アクセサリー

を自由に付けても良い等、厳しすぎないようにしている 
・職員が家から連れてきた犬が館内にいる 
【実習内容】 
 職員からの説明・質疑応答 



 
 

 施設見学 
 入居者の方と折り紙や紙風船で交流 
 
【感想・考察】 
 この老人ホームでは、入居者が自分の家にいるかのような雰囲気で安心して暮らせるよ

うに様々な工夫がされていると感じた。例えば、入居者は自分の部屋に私物を自由に置ける

ようにしていたり、入居者の思い出の写真や絵や雑貨を廊下に飾れるようにしていて、入居

者のこれまで生きてきた人生が大切にされていた。また、入居者同士で交流できるようにビ

ンゴ大会を開いている様子を見ることができたり、職員のペットの犬が館内を歩き回って

いたりとアットホームな雰囲気を作っていて、施設の入居者に対する職員の関わり方も家

族に接しているかのようなフレンドリーさがあった。それは、この老人ホームの方針でもあ

る入居者を病気や障害があるかどうかで判断するのではなく一人の人間として見るように

するという価値観が大きく影響しているのではないだろうか。入居者を一人の人間として

尊重しているから、入居者がこれまで生きてきた人生の背景を重要視しているのだろう。だ

から入居者が安心して毎日を過ごせるように、家に住んでいるのと変わらない雰囲気で生

活が送れることを重視して環境を整えることを大切にしているのだろう。 
 日本でもフィンランドの老人ホームのように、入居者の私物を持って来られるようにし

たり、入居者の交流を重視したりと努力しているが、フィンランドの老人ホームでは職員の

服装のルールが緩かったりと日本よりもゆとりのある雰囲気を感じた。それはタンペレ市

が高齢者をいつどこに入居するかを決めるため、ある程度人数のコントロールなどができ

るからではないだろうか。そのため施設の職員の数も余裕を持って配置できる。それが施設

のゆとりある雰囲気に繋がっているのだろう。そのかわり、入所を本人や家族の意思で決め

ることができないというデメリットもあるので良い点と悪い点が両方存在すると言える。 
 今回見学させていただいた施設では入居者の方々と交流する機会を持たせていただいた。

日本から持ってきた紙風船と折り紙を使って鶴を作ったり、紙風船の遊び方を教えたりし

た。フィンランド人の高齢者の方の中には英語が話せない人もいて意思疎通が難しい時も

あったが、根気よく伝えることで楽しく交流することができた。入居者の方々の普段の様子

を知ることができてよかったと思う。 


